
『
江
戸
名
所
図
会
』
は
、
長
谷
川
雪
日
一
の
美
し
い
挿
絵
に
定
評
の
あ
る

著
名
な
江
戸
案
内
記
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
図
会
に
は
、

和
歌
、
俳
句
、
漢
詩
、
史
書
な
ど
が
随
所
に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
江
戸

の
各
地
が
い
わ
ゆ
る
歌
枕
と
し
て
名
所
化
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
近
年

の
研
究
に
お
い
て
、
挿
絵
に
附
さ
れ
た
詩
歌
で
は
、
俳
句
な
ら
榎
本
其

角
、
漢
詩
な
ら
服
部
南
郭
の
作
品
が
多
く
、
彼
ら
は
江
戸
の
土
地
を
詩

歌
に
よ
っ
て
表
現
す
る
和
と
漢
の
代
表
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
１
。

と
こ
ろ
で
、
挿
絵
に
添
え
ら
れ
る
漢
詩
に
つ
い
て
は
服
部
南
郭
が
最

多
で
あ
る
と
し
て
も
、
挿
絵
以
外
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
挿

絵
の
ほ
か
に
引
用
さ
れ
て
い
る
漢
詩
・
漢
文
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
鐘

銘
・
墓
碑
な
ど
の
寺
院
で
採
集
し
た
と
見
ら
れ
る
資
料
を
除
け
ば
次
の

は
じ
め
に

『
江
戸
名
所
図
会
』
に
お
け
る
「
梅
花
無
尽
蔵
』

書
籍
・
作
品
等
が
挙
げ
ら
れ
る
（
論
述
上
の
都
合
に
よ
り
「
梅
花
無
尽
蔵
』

所
収
の
詩
文
は
除
く
）
。

園
『
日
本
書
紀
」
『
日
本
後
紀
」
『
続
日
本
紀
」
『
続
日
本
後
紀
」
貢
日
本
）

三
代
実
録
』
『
延
喜
式
」
『
東
鑑
』
『
日
本
年
代
（
記
）
配
合
紗
」
『
武
蔵

国
風
土
記
」
『
武
蔵
国
風
土
記
残
篇
」
『
鎌
倉
志
」
『
宝
鑑
録
」
『
和
名
類

緊
抄
」
『
浄
土
伝
灯
系
図
」
『
神
鳳
抄
」
『
増
続
会
通
韻
府
群
玉
」
所
引

『
夷
堅
志
」
、
苑
成
大
『
梅
譜
」
、
平
貞
盛
「
願
書
」
、
宇
都
宮
貞
綱
「
両

面
之
大
旗
来
由
記
」
（
附
卵
右
衛
門
大
夫
宗
仲
書
）
、
義
純
「
青
龍
山
薬
師

仏
像
縁
起
」
、
『
江
亭
記
」
（
請
篭
龍
統
「
寄
題
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
」
お
よ

び
藷
蓄
ら
五
人
の
禅
僧
の
漢
詩
各
一
首
と
希
世
霊
彦
の
賊
、
暮
樵
得
公
「
寄

題
左
金
吾
源
大
夫
江
亭
」
詩
お
よ
び
三
人
の
禅
僧
に
よ
る
同
題
の
漢
詩
各
一

首
、
暮
樵
の
「
左
金
吾
源
大
夫
江
亭
記
」
を
含
む
）
、
沢
庵
宗
彰
「
万
年
石

中
尾
健
一
郎
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